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ら
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９
８
年
に
始
ま
っ
た
山
村
留
学
。

澤
田
夫
妻
は
25
年
も
の
間
、
都
市
児
童
を
迎
え
、
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みんなのひろば
南丹市の今がわかる !!
まちの話題満載

障がい者にやさしい社会へ
スポーツ大会やレクリエーションなど
多彩な交流情報が盛り沢山

南丹の食育
子どもたちのレシピを掲載
広がる健幸の輪

“ほっと”安らぐまちづくり特集
南丹市タウンミーティング開催



2広報なんたん4・5月号

南丹市まち
づくりを考

えるタウン
ミーティン

グ 美山

八木

・�へき地の送迎保育サービスを確立して保育所の課
題解消を考える。全国の先進地になれる。
・�空き家と呼べない空き家が増えている。持ち主の
申し出を待つだけではなく、行政も積極的に関わ
り、地域の担い手となる人に住んでほしい。
・�山村留学の子どもとのコミュニケーションが、地
元の子に非常に良い影響を与えてくれた、受入側の子どもの能力アップに繋がった。
・�観光客など来ていただいても土日のバス便が少ない。来訪者への利便性向上のためバスのダイヤ問
題の改善を。
・若者が住めるように、市営住宅の入居基準を見直したり、単身者住宅を用意する。

・�災害に対しての危機感が薄くなっている今日、
地域が自ら自主防災組織を作る機運が出てく
るような行政のサポートをお願いしたい。
・�開発や市まち化を進め市民や法人を増やすな
ど、もっと市の収入財源を増やす手法や取り組
みを検討をする必要があるのではないか。

・�八木、園部の駅の近くに降りてすぐのところにスタジアムの大きな施設を。若者が八木に来て、
利用してくれるような運動施設があれば良いと思う。
・�JR の本数が減ったのは非常に残念。特に市外の方からの南丹市に対する見方が厳しくなり、
交通が不便となり京都市内へ出ていく学生が多くなった。引き続き JRへの要望を。

　まちづくり協働員でのディスカッションは今後も定期的
に開催する予定です。
　今回のタウンミーティングでいただいたご意見・ご提案
は、今後の市政運営の参考とさせていただきます。また、ご
意見・ご提案の詳細は南丹市ホームページでも公開してい
ますので、ぜひご覧ください。

南
丹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

南
丹
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
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南丹市まち
づくりを考

えるタウン
ミーティン

グ

　令和５年
２月に令和

４年度南丹
市まちづく

りを考える
タウンミー

ティングを
開催しまし

た。
　地域の課

題の発見と
将来に向け

て持続可能
な地域づく

りを共に進
めていく第

一歩とする

ことを目的
に実施し、

従来の市政
懇談会の手

法を見直し
、まちづく

り協働委員
と市長によ

るフリート
ーキング方

式としまし
た。

　今回の「
地域が抱え

る課題に地
域住民自身

でどう取組
んでいるの

か」をテー
マとしたミ

ー

ティングで
は、それぞ

れの地域性
からくる課

題がやまち
づくりのヒ

ントが多く
提案されま

した。この
ページでは

、ミーティ
ングで提案

された意見
について一

部紹介しま
す。

日吉
・�定住人口・交流人口を増やしていきたい。今ま
では郷土料理の復活、空き家対策、自然の山野
草の再発見芸術散歩などに取り組んできた。
・�過疎化や高齢化により単独の集落で完結できる
時代ではなくなってきているように感じる。集
落連携を図っていくのがこれからの課題である。
・地域の農業と農産物のブランド化。売れる農産

物を作っていこうとするが、やはり売り先、受け入れ先が一番の問題で課題である。
・�農地が遊休荒廃化してきている。作業に関わってくれる人たちをどのように取り込んでいけ
るのかが課題。
・集落支援員の協力や取り組みを通して地域にまとまりがでてきた。
・車を登録してもらい、利用者と支援者を繋げる移動支援に取り組んでいる。

・�駅と町が離れすぎており、駅を中心としたまち
づくりができていない。そこが解決すればもっ
と有効な手段になってくる。
・�小学校、中学校との連携、夢、園部ブロック、
学校を核とした地域づくりをしたい。そして、
若い人の定住、観光農業、まちおこしへつなげ
ていきたい。
・�学生のアイデアは必要。学生の集まる場所から地域と協働したまちづくりの仕組みをつくる。
・駅前を活用した活性化、ブランド化の発掘、人を呼び込む施策を行っていく必要がある。
・�南丹市が全国的に有名になった事象、氷点下や最高気温など有名になったことを上手く利用し
て南丹市を知ってもらいたい。

園部
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南
丹
市
を
も
っ
と
元
気
に
！

地
域
の
個
性（
特
徴
）を
生
か
し
希
望
あ
る
ま
ち
づ
く
り

令和5年度当初予算
会計名 令和5年度 令和4年度 増減率

一般会計 251億5,000万円 228億4,500万円 10.1% 増

特別会計 89億9,133万円 89億6,056万円 0.3% 増

内　
訳

国民健康保険事業 40億5,870万円 40億5,210万円 0.2% 増

(事業勘定) 38億3,160万円 38億1,830万円 0.3% 増

(直営診療施設勘定) 2億2,710万円 2億3,380万円 2.9% 減

介護保険事業 43億3,110万円 42億6,550万円 1.5% 増

市営バス運行事業 0円 6,250万円 皆減

土地取得事業 8万円 16万円 49.4% 減

後期高齢者医療事業 6億145万円 5億8,030万円 3.6% 増

公営企業会計 61億7,435万円 61億2,249万円 0.8% 増

内 

訳
水道事業会計 18億5,132万円 17億9,822万円 3.0% 増

下水道事業会計 43億2,303万円 43億2,427万円 0.0% 　

合    計 403億1,568万円 379億2,805万円 6.3% 増
※金額および増減率は端数調整しています。

【
基
本
方
針
】

　
令
和
５
年
度
は
、「
定
住
促
進
」を
中

心
に
据
え
な
が
ら
、「
５
つ
の
柱
プ
ラ

ス
１
」を
２
期
目
の
方
針
と
し
て
次
の

重
点
事
項
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

１　

�

子
育
て
環
境
の
充
実
、
若
者
定
住

の
ま
ち
づ
く
り

　
　２　

�

農
林
業
振
興
・
企
業
誘
致
に
よ
る

地
域
や
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り

　
　３　

�

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
福
祉
や
防

災
の
ま
ち
づ
く
り

　
　４　

�

地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り

　
　
　

５　

���

教
育
・
文
化
と
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り

プラス１　

�

行
財
政
改
革
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く

り

◆
一
般
会
計
歳
入
予
算

市
税　

 　

40
億
４
、９
６
３
万
円

地
方
譲
与
税

３
億
７
５
１
万
円

地
方
交
付
税　

93
億
円

国
庫
支
出
金
・
府
支
出
金

　
　
　
　
40
億
４
、０
８
６
万
円

繰
入
金　

20
億
５
、１
６
３
万
円

繰
越
金　

１
億
円

市
債　
　

32
億
９
、３
９
０
万
円
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児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業

２
億
７
０
１
万
４
千
円

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
場
所
に

つ
い
て
、
可
能
な
限
り
通
学
校
の
敷
地

内
に
開
設
す
る
こ
と
と
し
た
市
の
基
本

方
針
を
踏
ま
え
、
八
木
西
小
学
校
隣
接

地
に
八
木
せ
き
れ
い
西
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
新
設
す
る
。

小
学
校
跡
施
設
利
活
用
推
進
事
業

（
神
吉
自
治
会
館
建
設
工
事
）

１
億
６
３
１
万
円

（
内
１
億
４
３
５
万
円
）

　
小
学
校
跡
施
設
の
利
活
用
を
推
進
す

る
た
め
に
必
要
な
整
備
等
を
行
う
。

　
神
吉
小
学
校
跡
施
設
、
神
吉
地
区
の

自
治
振
興
会
館
等
の
機
能
を
集
約
し
、

地
域
活
性
化
の
拠
点
と
な
る
新
施
設
の

建
築
を
行
う
。

駅
関
連
施
設
管
理
運
営
費（
園
部
駅
周

辺
維
持
管
理
・
整
備
事
業
）

１
億
１
、６
６
０
万
６
千
円

（
内
６
、５
９
０
万
円
）

　
老
朽
化
し
た
園
部
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
更
新
工
事
や
園
部
駅
西
口
広
場

の
再
整
備
に
向
け
た
測
量
調
査
設
計
業

務
を
行
う
。

企
業
支
援
事
業

　
（
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
推
進
事
業
）

２
、４
５
１
万
７
千
円

（
内
３
９
８
万
円
）

　
林
野
庁
が
す
す
め
る
森
林
の
多
目
的

な
活
用
の
一
環
と
し
て
、「
森
林
サ
ー

ビ
ス
産
業
」が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
森
林
の
有
効

活
用
に
よ
る
山
村
振
興
を
図
る
と
と
も

に
、
明
治
国
際
医
療
大
学
及
び
企
業
等

と
連
携
し
た
新
た
な
産
業
の
創
出
や
観

光
商
品
の
開
発
な
ど
、
南
丹
市
の
特
徴

を
生
か
し
た
南
丹
市
な
ら
で
は
の
森
林

サ
ー
ビ
ス
産
業
を
モ
デ
ル
的
に
展
開
す

る
。

出
産
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業

２
、４
６
８
万
９
千
円

　
妊
婦
や
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
低
年

齢
期
の
子
育
て
家
庭
に
寄
り
添
い
、
出

産
・
育
児
等
の
見
通
し
を
立
て
る
た
め

の
面
談
や
継
続
的
な
情
報
発
信
等
を
行

う
こ
と
を
通
じ
て
必
要
な
支
援
に
つ
な

ぐ
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
妊
娠
届
出
や
出
生
届
出
を
行

っ
た
妊
婦
等
に
対
し
、
出
産
育
児
関
連

用
品
の
購
入
助
成
や
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
負
担
軽
減
を
図
る
。

防
災
施
設
整
備
事
業

（
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
）

１
億
２
、２
５
４
万
４
千
円

（
内
１
億
１
、５
５
０
万
円
）

　
新
庁
舎
整
備
と
併
せ
て
新
た
に
情
報

技
術
の
高
度
化
に
対
応
し
た
防
災
行
政

無
線
機
器
を
導
入
す
る
。

南
丹
市
魅
力
創
出
事
業

（
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
）

４
、７
２
６
万
５
千
円

（
内
３
、6
1
4
万
8
千
円
）

　
令
和
４
年
４
月
に
南
丹
市
内
で
ロ
ケ

を
行
っ
た
映
画「
唄
う
六
人
の
女
」の
制

作
を
き
っ
か
け
に
市
の
魅
力
発
信
の
強

化
、
観
光
・
商
工
振
興
、
地
域
活
性
化

を
目
的
と
し
て
、
公
開
前
上
映
会
を
は

じ
め
、
映
画
を
活
用
し
た
各
種
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施
す
る
。

　
環
境
計
画
推
進
事
業２、１

８
５
万
８
千
円

（
内
１
、２
９
７
万
２
千
円
）

　
国
で
は
、
２
０
５
０
年
に
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
表
明
さ
れ
て
い

る
。
本
市
で
も
第
２
次
南
丹
市
環
境
基

本
計
画（
区
域
施
策
編
）に
お
い
て
同
一

の
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
。

安
全
・
安
心
な
学
校
教
育
環
境
整
備
事

業（
中
学
校
）４

億
３
、５
１
０
万
３
千
円

　
老
朽
化
が
著
し
い
殿
田
中
学
校
及
び

美
山
中
学
校
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
長
寿

命
化
を
図
る
工
事
を
実
施
す
る
。

庁
舎
等
施
設
整
備
事
業

15
億
２
、９
８
１
万
８
千
円

　
市
役
所
の
窓
口
機
能
を
集
約
し
、
災

害
時
の
司
令
塔
と
な
る
防
災
機
能
を
有

す
る
必
要
最
小
限
の
規
模
の
新
庁
舎
を

建
設
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
既
存
の
１
・

２
号
庁
舎
を
耐
震
改
修
な
ど
に
よ
り
活

用
を
図
る
。



まちの話題を紹介します
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　2月25日、南丹市国際交流会館
でＪＲ山陰本線減便措置の早期復
元・西日本ＪＲバス園福線の存続
総決起集会が開催されました。
　この集会は、人口減少にともな
う利用客の減、そこに追い打ちを
かけるよう蔓延したコロナウイル
スの影響によりJR山陰本線の減便
および南丹市から福知山市を結ぶ
路線バスの運行が困難といった現
状を受け、開催されたもので、南
丹市・亀岡市・京丹波町の首長を
はじめ、国会議員や府議会議員、
地元住民ら約150人が出席しまし
た。
　集会では、山陰本線の本数を元
に戻すことや、園福線の存続を強
く要望するとした決議を採択され、
目的の達成に向け、連帯を強めま
した。

「
安
全
性
の
向
上
や
ア
ク
セ
ス
改
善
に
期
待
」

（
３
／
16　
国
道
４
７
７
号
夢
き
ぼ
う
橋
渡
り
初
め
会
）

▲完成したばかりの橋を渡る児童ら

▲式典参加者らで記念撮影

▲商工会寺田会長の「がんばろう」の掛け声に応える出席者ら「
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
連
帯
を
強
め
る
」

（
２
／
25　

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
減
便
措
置
の
早
期
復
元
・
西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
園
福
線
の
存
続　

総
決
起
集
会
）

　八木町西田の国道477号バイパスの「夢き
ぼう橋」が完成し、3月16日に渡り初め会が
行われました。
　この橋は八木東小学校の児童らが命名し
ました。式典では同小学校の児童21人や府
や市の関係者らが集い、完成したばかりの
橋を歩いて渡り、橋の完成を祝いました。
　なお、同日の午後2時から一般車両も通行
可能となり、今後は車両の安全面向上や京
都縦貫道へのアクセス改善が期待されます。

　

　3月26日、旧知井小学校で南丹市美山
山村留学閉所式が行われました。
　山村留学は都市児童を対象に自然環境
への知識を深めることと山村児童や地元
住民との交流を図ることを目的に1988年
から活動が始まり、令和４年度をもって事
業を終了することとなりました。
　式では関係者や卒業した留学生らが集
い、活動終了を名残惜しみました。また、
長年活動を支えてこられた澤田夫妻に西
村市長から感謝状が手渡されました。

「
山
村
留
学
25
年
の
歴
史
に
幕
下
ろ
す
」

（
３
／
26　
南
丹
市
美
山
山
村
留
学
閉
所
式
）

　
　



まちの話題を紹介します
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　3月24日、南丹市役所で南丹市建
設業協会に対し、感謝状を贈呈しま
した。
　南丹市建設業協会においては、令
和5年1月24日からの大雪に際し、市
道の緊急除雪作業を実施していただ
き、児童・生徒らの通学路の安全確
保やバス路線などの道路交通網の早
期復旧に貢献いただきました。

　3月7日に南丹市国際交流会館で南
丹市猟友会の会員を対象に有害鳥獣
捕獲(わな)に係るマナー向上講習会が
開催されました。
　講習会では、南丹広域振興局の担
当者から、過去の事例を参考にした
マナー向上のための取り組みの紹介
や、南丹市猟友会の西村会長からの
取組方針の説明がありました。
　講習会終了後には、受講者に対し
終了証が交付されました。

　3月7日に南丹市国際交流会館で南丹
市教育委員会「南丹市学校・園教職員表
彰」表彰式を開催しました。
　これは日々の授業改善に熱心に取り組
み、優れた教育実践を行うなど学校園組
織の活性化に寄与した園教職員を表彰す
るもので、今年度は6名が受賞されまし
た。
　表彰式では各受賞者から論文の発表が
ありました。
　今後も学校・園全体の教育力の向上が
期待されます。

「
災
害
時
の
緊
急
対
応
に
協
力
」

「
狩
猟
マ
ナ
ー
向
上
で
安
全
・
安
心
へ
」

「
充
実
し
た
学
校
・
園
環
境
を
目
指
す
」

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
感
謝
状
」

（
３
／
７　
有
害
鳥
獣
捕
獲（
わ
な
）に
係
る
マ
ナ
ー
向
上
講
習
会
）

（
３
／
７　
南
丹
市
教
育
委
員
会
「
南
丹
市
学
校
・
園
教
職
員
表
彰
」
表
彰
式
）

（
３
／
13　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
感
謝
状
贈
呈
）

▲西村市長（左）、中川会長（右）

（
３
／
24　
南
丹
市
建
設
業
協
会
感
謝
状
贈
呈
）

　3月13日、企業版ふるさと納税として
寄附をいただいた岡山電設株式会社（綾部
市）に対し、に感謝状を贈呈しました。
　電気設備工事会社として創業された同
社は、10年以上前から小水発電事業に力
を入れられており、将来にわたって安定
的に水を確保していくためには、豊かな
森を守り、育んでいくことが大切である
との思いから、寄附金は森林保全関連事
業の財源の一部に活用しました。

▲西村市長（左）、岡山代表取締役（右）

▲教育長（中央）と受賞者ら

▲説明を行う西村会長
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障がいのある方やその家族が加入されている

当事者団体ってどんなところ？
　こちらに掲載する５つの当事者団体は、障がいのある方やその保護者などを会員として、
だれもが安心して暮らせる地域づくりをめざして活動されている団体です。会員のみなさ
んは、それぞれに悩みを抱えながら、仲間とともに障がいと向き合い、いきいきと活動さ
れています。こうした団体の活動を通じて、これまでたくさんの方が悩みを乗り越え、また、
いろいろな制度やしくみが実現してきました。同じ悩みをもつ方々が、お互いにわかちあい、
学びあい、支えあうことで、日々の暮らしがより充実したものとなるように、南丹市では
当事者団体への加入をすすめています。

多彩な交流事業に一緒に参加しませんか
　
私
た
ち
は
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
社

会
的
自
立
を
進
め
る
運
動
を
は
じ
め
、
人
権
の

確
立
、
社
会
へ
の
全
面
参
加
と
平
等
の
実
現
を

目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
要
望
を
ま
と
め
て
運
動
方
針
を
示

し
、
府
の
委
託
事
業
を
は
じ
め
、
聴
覚
に
障
が

い
の
あ
る
方
に
対
す
る
情
報
保
障
や
知
識
向
上

の
た
め
の
研
修
会
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
大
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
、

多
彩
な
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
手
話
通
訳
者
の
育
成
や
手
話
の
普
及

な
ど
、
社
会
参
加
と
平
等
を
促
進
す
る
活
動
や

世
界
の
ろ
う
あ
者
と
の
交
流
な
ど
も
幅
広
く
行

っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
私
た
ち
の
会
へ
入
会
い
た
だ
き
、
一

緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

◆
主
な
活
動

◎
新
年
会
（
１
月
）

◎
定
期
総
会
（
２
月
）

◎
手
話
劇
発
表
会
（
12
月
）

◎
各
部
の
活
動
：
月
１
～
２
回
程
度
（
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
講
演
・
社
会
見
学
な
ど
）

※
各
部
：
青
年
部
・
女
性
部
・
高
齢
部
・
体
育

部
・
文
化
部
・
手
話
対
策
部

◆
対
象
者

　
南
丹
市
・
京
丹
波
町
に
お
住
ま
い
の
聴
覚
障

が
い
の
あ
る
方
（
18
歳
以
上
）

◆
年
会
費

◎
個
人
年
会
費�

府
協
会　
１
２
、５
０
０
円

�

支
部　
　
１
、０
０
０
円

◎
夫
婦
年
会
費��

府
協
会　

２
３
、５
０
０
円

　

������������

支
部　
　
１
、５
０
０
円

◆
連
絡
窓
口

　
京
都
府
聴
覚
障
害
者
協
会
事
務
局

　
電　
話　
０
７
５
（
４
３
２
）
７
７
０
５

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
７
５
（
８
４
１
）
８
４
３
３

京
都
府
聴
覚
障
害
者
協
会

口
丹
ブ
ロ
ッ
ク
船
井
支
部
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『見えない方』 『見えにくい方』お友達になりませんか

父母の会での活動を通して交流しませんか

　

私
た
ち
は
、
視
覚
障
が
い
者
の
団
体
で
す
。

見
え
な
い
、
見
え
に
く
い
と
い
っ
た
視
覚
に
障

が
い
の
あ
る
方
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
『
独
り
ぼ
っ
ち
の
視
覚
障
が
い
者
を
な

く
そ
う
』
と
い
う
主
旨
の
も
と
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
同
じ
障
が
い
を
持
つ
会
員
さ
ん
と
、
支

援
し
て
い
た
だ
け
る
賛
助
会
員
さ
ん
、
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
、
南
丹
市
役
所
社
会

福
祉
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
行
政
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、京
都
府
の
委
託
を
受
け
、

月
に
１
～
２
回
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
視
覚
障
が
い
者
用
の
日
常
生
活
用
具
・
Ⅰ
Ｔ

機
器
の
講
習
会
、
情
報
交
換
や
様
々
な
不
安
や

悩
み
を
聴
い
て
も
ら
う
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
、
毎
回
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
教
室
、
脳
ト
レ
、
料
理
教
室
、

お
菓
子
作
り
、手
作
り
教
室
、音
楽
鑑
賞
な
ど
、

幅
広
く
心
豊
か
な
生
活
を
目
指
し
て
、
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
季
節
ご
と
に
、
春

は
お
花
見
、
夏
は
山
間
学
習
、
秋
は
紅
葉
、
冬

は
ク
リ
ス
マ
ス
や
新
年
会
と
、
花
の
香
り
、
川

の
せ
せ
ら
ぎ
、
木
々
や
落
ち
葉
の
音
を
体
で
感

　
私
た
ち
は
、
障
が
い
児
・
者
の
権
利
を
守
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
、
南
丹
市
内
の
旧
町
（
園

部
町
・
八
木
町
・
日
吉
町
・
美
山
町
）
の
親
の

会
と
京
丹
波
町
の
親
の
会
の
連
合
会
で
す
。
平

成
18
年
の
町
村
合
併
を
機
に
、
旧
「
船
井
郡
心

身
障
害
児
者
父
母
の
会
」
と
旧
「
美
山
町
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会
」が
合
併
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　
各
町
単
位
の
親
の
会
の
活
動
（
障
が
い
児
・

者
へ
の
理
解
を
広
げ
、
親
睦
を
深
め
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
交

流
・
学
習
）
を
中
心
と
し
、
連
合
会
事
務
局
が

各
会
の
活
動
を
と
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

◆
主
な
活
動

　
研
修
会
、
体
験
事
業
、
交
流
会
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど

◆
対
象
者

　
南
丹
市
・
京
丹
波
町
に
お
住
ま
い
の
障
が
い

児
・
者
と
そ
の
ご
家
族

◆
連
絡
窓
口

　
事
務
局　
河
方
有
規

　
電
話　
０
７
７
１
（
６
３
）
５
５
４
０

　
　
　
　
０
９
０
（
８
５
７
２
）
１
８
７
２

じ
、
季
節
を
謳
歌
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
個
人
情
報
の
壁
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
会
を
必
要
と
し
て
い
る
方
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
お
勧
め
で
き
な
い
の
が

現
状
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　
独
り
じ
ゃ
な
い
で
す
！
一
緒
に
繋
が
り
お
友

達
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

◆
対
象
者

　
南
丹
市
、
京
丹
波
町
に
お
住
ま
い
の
視
覚
障

が
い
の
あ
る
方
と
そ
の
ご
家
族
・
賛
助
会
員

◆
年
会
費

◎
一
般
会
員　

２
、０
０
０
円

◎
ご
家
族
・
賛
助
会
員　
１
、０
０
０
円　

◆
連
絡
先

　
支
部
長　
髙
屋
千
津
子

　
電
話　
０
７
７
１
（
６
２
）
２
７
２
２

京
都
府
視
覚
障
害
者
協
会

南
丹
京
丹
波
支
部

口
丹
心
身
障
害
児
者

父
母
の
会
連
合
会

掲載写真：山間学習において
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障がい者にやさしい社会をめざすための
活動を一緒にしませんか

　
私
た
ち
は
、
南
丹
市
で
暮
ら
す
、
こ
こ
ろ
の

病
気
を
抱
え
る
家
族
を
も
つ
当
事
者
の
団
体
で

す
。

　
活
動
目
的
と
し
て
、
私
た
ち
自
身
の
こ
こ
ろ

の
安
心
と
生
活
の
安
定
を
目
指
し
て
お
り
、
障

が
い
者
に
や
さ
し
い
、
障
が
い
者
が
未
来
へ
の

希
望
と
生
き
が
い
が
持
て
る
南
丹
市
に
な
る
た

め
の
取
り
組
み
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
会
員
に
は
、
精
神
が
病
ん
だ
状
態
の

家
族
が
い
ま
す
。
こ
れ
は
何
も
社
会
の
責
任
で

は
な
く
、　

本
人
の
責
任
で
も
な
く
、
家
族
の

責
任
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
会
の
交
流
会
で
は
、
Ａ
会
員
の
家
族
は
「
成

人
後
、
突
然
、
突
拍
子
も
な
い
よ
う
な
行
動
に

は
じ
ま
り
、
就
労
も
続
か
ず
、
入
退
院
の
繰
り

返
し
。
服
薬
拒
否
、
対
人
拒
否
。
今
も
家
か
ら

出
ら
れ
な
い
」。
Ｂ
会
員
は
、「
厳
し
い
家
族
に

耐
え
ら
れ
な
い
気
持
ち
か
ら
妄
想
が
始
ま
り
、

入
院
し
て
独
房
の
よ
う
な
保
護
室
で
拘
束
。
結

婚
、作
業
所
に
通
所
し
て
い
る
」。Ｃ
会
員
は「
居

所
の
移
動
か
ら
警
察
も
巻
き
込
む
異
様
な
言

動
、
電
話
を
か
け
ま
く
る
。
入
院
し
、
ま
る
で

独
房
の
よ
う
な
保
護
室
…
」。
Ｄ
会
員
は
、「
学

校
で
の
い
じ
め
、
学
級
崩
壊
、
不
登
校
、
家
庭

内
暴
力
。
今
は
一
人
暮
ら
し
…
」
な
ど
、
耳
を

覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
言
葉
が
当
事
者
や
当
事

者
家
族
か
ら
発
信
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

当
事
者
・
家
族
の
思
い
や
叫
び
は
本
当
に
枚
挙

に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
年
３
６
５
日
、
よ
り
平
穏
に
、
よ
り
状
況

が
好
転
す
る
よ
う
に
願
い
努
力
し
て
い
ま
す

が
、
現
実
は
な
か
な
か
許
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

同
じ
思
い
の
方
、
支
援
を
い
た
だ
け
る
方
の
入

会
を
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

◆
主
な
活
動

◎
会
員
同
士
の
交
流
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◎
他
の
団
体
と
の
交
流
や
施
設
見
学

◎
家
族
の
メ
ン
タ
ル
や
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の

学
習

◎
障
が
い
者
へ
の
理
解
や
、
障
が
い
者
に
や
さ

し
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
講
演
会

◎
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
公
的
関
係
機

関
へ
の
要
望
や
提
言
活
動

◎
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
会
食
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
年
３
回
程
度
）

◎
他
団
体
交
流
や
施
設
見
学
（
年
３
回
程
度
）

◎
京
都
府
家
族
会
へ
の
事
業
参
加
（
学
習
会
、

南
丹
市
精
神
保
健
福
祉

推
進
家
族
会 

南
丹
つ
ぼ
み
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）

◎
南
丹
市
の
市
民
を
含
む
講
演
会
（
年
１
回
）

◆
年
間
行
事

◎
支
部
ご
と
の
定
例
会
（
ほ
ぼ
隔
月
）

◎
全
会
員
が
集
ま
り
、
現
状
や
悩
み
、
将
来
の

こ
と
を
話
し
合
い
、
学
習
す
る
会
（
年
１
回
）

◆
対
象
者

◎
南
丹
市
に
お
住
ま
い
の
精
神
に
障
が
い
の
あ

る
方
や
そ
の
ご
家
族

◎
障
が
い
福
祉
に
関
心
の
あ
る
市
民
の
方

◆
年
会
費

　
園
部
・
八
木
・
美
山
の
方　
無
料

　
日
吉
の
方　
５
０
０
円

◆
連
絡
窓
口

　
【
園
部
・
八
木
の
方
】

　
小
林　
義
博　
０
９
０（
８
８
２
６
）８
６
６
０

　
【
日
吉
の
方
】

　
宇
野　
弘
一　
０
８
０（
３
７
７
７
）９
５
７
５

　
【
美
山
の
方
】

　
木
戸　
吉
行　
０
９
０（
４
２
８
９
）８
７
３
９
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私
た
ち
南
丹
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方
々
に
よ
っ
て
成

り
立
ち
、身
体
の
障
が
い
の
み
な
ら
ず
そ
れ
に
よ
る

社
会
的
な
障
害
に
直
面
し
な
が
ら
も
お
互
い
に
悩

み
を
分
か
ち
合
い
、
相
互
の
親
睦
と
協
力
を
図
り
、

個
人
の
厚
生
と
福
祉
の
向
上
に
、
ま
た
、
社
会
の

一
員
と
し
て
社
会
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
会
則
を
も
っ
て
組
織
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
運
営
は
会
員
か
ら
の
会
費
に
よ
っ
て
行
っ
て
い

ま
す
が
、
市
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
も
支

援
と
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　
私
た
ち
は
障
が
い
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
内
に

こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
や
や
も
す
る
と
孤
立
し
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
意
見
交

流
や
懇
談
、
集
会
行
事
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
旅
行

等
を
行
っ
て
、
会
員
相
互
の
つ
な
が
り
を
深
め
協

力
関
係
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
障
が
い
に
よ
る
個
々
の
生
活
の
し
づ
ら
さ
、
社

会
の
不
自
由
さ
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
み
ん

な
の
声
と
し
て
、
積
極
的
に
社
会
に
働
き
か
け
住

み
よ
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
ひ
と
り
で
も
多

く
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
私
た
ち
の
会
へ
の
入
会
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
主
な
活
動

◎
支
部
ご
と
の
役
員
会

◎
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
練
習
会
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
・
卓
球
バ
レ
ー
・
ボ
ッ
チ
ャ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
）

◎
親
睦
旅
行

◎
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
食
事
会
・
勉
強
会
）

◆
対
象
者

　
南
丹
市
に
お
住
ま
い
の
身
体
障
が
い
の
あ
る
方

◆
年
会
費

◎
園
部
支
部　
１
、５
０
０
円　

◎
八
木
支
部　
　

 

８
０
０
円

◎
日
吉
支
部　
１
、３
０
０
円

◎
美
山
支
部　
１
、０
０
０
円

南
丹
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

◆
連
絡
窓
口

　
事
務
局　
南
丹
市
役
所�

社
会
福
祉
課

　
電
話　
０
７
７
１
（
６
８
）
０
０
０
７

スポーツ交流などを通して一緒に活動しませんか

掲載写真：スポーツレクリエーションフェスティバル
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令和４年度南丹市表彰式（スポーツ・文化賞）

賞 受賞者数

優秀スポーツ賞 団体：2
個人：27

スポーツ賞 団体：3
個人：17

優秀文化賞 団体：3
個人：7

文化賞 団体：3
個人：8

翔け賞 個人：36

功労賞 個人：2

　

２
月
18
日
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
表
彰

式
お
よ
び「
き
ら
り
・
本
の
こ
と
ば
」お

す
す
め
本
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
南
丹

市
園
部
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
令
和
４
年
中
に
優
れ
た
成

績
を
収
め
た
団
体
・
個
人
が
６
分
野
の

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
賞
の
対
象
■

◇
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

　

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
特
に
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を

表
彰

◇
優
秀
文
化
賞
・
文
化
賞

　

文
化
・
芸
術
の
分
野
で
特
に
優
秀
な

成
績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体

を
表
彰

◇
翔
け
賞

　

小
学
校
在
学
中
に
、
特
に
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を

表
彰

◇
功
労
賞

　

優
秀
な
選
手
な
ど
の
育
成
、
指
導
に

お
い
て
、
特
に
功
績
が
あ
っ
た
個
人
ま

た
は
団
体
を
表
彰

　
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞

《　
団
体　
》

【
一
般
の
部
】

・
南
丹
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

・
明
治
国
際
医
療
大
学
女
子
柔
道
部

《　
個
人　
》

【
一
般
の
部
】

・
坂
本　
靖
博（
南
丹
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
）

・
山
中　
卓

・
笹
野　
純
花

・
藤
原　
翔
真（
明
治
国
際
医
療
大
学
陸

上
競
技
部
）

・
中
田　
ア
ド
リ
ア
ン　
勝（
明
治
国
際

医
療
大
学
陸
上
競
技
部
）

　
表
彰
式
の
様
子
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・
奥
村　
夏
生（
明
治
国
際
医
療
大
学
陸

上
競
技
部
）

・
宮
城　
杏
優
菜（
明
治
国
際
医
療
大
学

女
子
柔
道
部
）

・
川
口　
鈴
王（
明
治
国
際
医
療
大
学
女

子
柔
道
部
）

・
松
浦　
ゆ
う
き（
明
治
国
際
医
療
大
学

女
子
柔
道
部
）

・
足
達　
実
佳（
明
治
国
際
医
療
大
学
女

子
柔
道
部
）

・
三
谷　
頼
子（
明
治
国
際
医
療
大
学　

女
子
柔
道
部
）

・
野
﨑　
偉
万
里（
明
治
国
際
医
療
大
学

女
子
柔
道
部
）

【
高
校
生
の
部
】

・
前
田　
亜
海（
奈
良
文
化
高
等
学
校
）

・
小
島　
耀
雅（
亀
岡
高
等
学
校
）

・
森
島　
佐
和（
園
部
高
等
学
校
）

・
井
上　
佳
鈴（
園
部
高
等
学
校
）

・
高
橋　
慎
太
郎（
農
芸
高
等
学
校
）

・
野
口　
聖
斗（
農
芸
高
等
学
校
）

・
一
柳　
真
生（
農
芸
高
等
学
校
）

・
李　
慶
樹（
農
芸
高
等
学
校
）

・
吉
永　
海
陸（
農
芸
高
等
学
校
）

・
早
﨑　
颯
太（
北
桑
田
高
等
学
校
）

・
岡
本　
美
咲（
北
桑
田
高
等
学
校
）

・
橋
本　
涼
平（
北
桑
田
高
等
学
校
美
山

分
校
）

・
野
林　
和
希（
北
桑
田
高
等
学
校
美
山

分
校
）

【
中
学
生
の
部
】

・
笠
川　
佑
希
乃（
園
部
中
学
校
）

・
久
保
田　
美
優（
園
部
中
学
校
）

　
ス
ポ
ー
ツ
賞

《　
団
体　
》

【
一
般
の
部
】

・
南
丹
市
選
抜
成
年
女
子（
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
）

・
明
治
国
際
医
療
大
学
剣
道
部

【
中
学
生
の
部
】

・
南
丹
市
立
園
部
中
学
校
野
球
部

《　
個
人　
》

【
一
般
の
部
】

・
南
條　
清
男

・
佐
々
木
ま
さ
子（
南
丹
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会
　
八
木
町
）

・
中
西　
利
音（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

【
高
校
生
の
部
】

・
大
前　
壮
太
朗（
亀
岡
高
等
学
校
）

・
富
田　
小
日
奈（
園
部
高
等
学
校
）

・
鎌
田　
胡
桃（
園
部
高
等
学
校
）

・
鳥
渕　
永
治（
園
部
高
等
学
校
）

・
須
藤　
匠（
園
部
高
等
学
校
）

・
上
野　
史
弥（
園
部
高
等
学
校
）

・
朝
倉　
滉
己（
北
桑
田
高
等
学
校
）

・
竹
内　
皓
星（
園
部
高
等
学
校
）

・
東
山　
美
雷（
園
部
高
等
学
校
）

・
川
勝　
直
哉（
北
桑
田
高
等
学
校
美
山

分
校
）

・
米
田　
光（
北
桑
田
高
等
学
校
美
山
分

校
）

・
中
川　
雄
喜（
北
桑
田
高
等
学
校
美
山

分
校
）

《　
個
人　
》

【
中
学
生
の
部
】

・
清
水　
佳
夢（
園
部
中
学
校
）

・
八
木　
成
美（
園
部
中
学
校
）

　
優
秀
文
化
賞

《　
団
体　
》

【
高
校
生
の
部
】

・
農
芸
高
等
学
校　

動
物
資
源
・
畜
産

流
通
コ
ー
ス

・
農
芸
高
等
学
校　
草
花
コ
ー
ス

【
中
学
生
の
部
】

・
園
部
中
学
校　
吹
奏
楽
部

《　
個
人　
》

【
一
般
の
部
】

・
小
林　
あ
す
き

【
高
校
生
の
部
】

・
加
藤　
由
奈（
亀
岡
高
等
学
校
）

・
佐
々
谷　
蓮
太
郎（
農
芸
高
等
学
校
）

・
加
藤　
佐
和
子（
農
芸
高
等
学
校
）

・
原　
大
河（
農
芸
高
等
学
校
）

・
平
島　
健
陽（
農
芸
高
等
学
校
）

【
中
学
生
の
部
】

・
川
勝　
梨
世（
園
部
中
学
校
）

　
文
化
賞

《　
団
体　
》

【
高
校
生
の
部
】

・
農
芸
高
等
学
校　
造
園
コ
ー
ス

・
農
芸
高
等
学
校　
農
業
土
木
コ
ー
ス

・
農
芸
高
等
学
校　
野
菜
コ
ー
ス

《　
個
人　
》

【
高
校
生
の
部
】

・
川
戸　
和（
亀
岡
高
等
学
校
）
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・
萩
田　
千
絢（
亀
岡
高
等
学
校
）

・
山
口　
璃
陽（
農
芸
高
等
学
校
）

・
岸
本　
竣（
農
芸
高
等
学
校
）

【
中
学
生
の
部
】

・
八
木　
梓
緒
音（
園
部
中
学
校
）

・
久
保
田　
美
優（
園
部
中
学
校
）

・
石
田　
美
羽
子（
美
山
中
学
校
）

・
安
野　
藍
里（
美
山
中
学
校
）

　
翔
け
賞【
ス
ポ
ー
ツ
の
部
】

《　
個
人　
》

・
一
海　
凪（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
井
野　
礼
滋（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
國
府　
ほ
た
る（
八
木
西
小
学
校
）

・
淺
野　
颯
介（
八
木
西
小
学
校
）　　

・
尾
迫　
実（
八
木
西
小
学
校
）

・
寺
町　
咲
希（
八
木
西
小
学
校
）

・
人
見　
千
尋（
八
木
西
小
学
校
）

・
松
本　
祥
大（
八
木
西
小
学
校
）

・
山
田　
愛
梨（
八
木
西
小
学
校
）

・
山
田　
愛
嵐（
八
木
西
小
学
校
）

・
岡
花　
奏
汰（
八
木
西
小
学
校
）

・
大
沢　
拓
斗（
殿
田
小
学
校
）

・
湯
浅　
翔
空（
殿
田
小
学
校
）

・
山
名　
瑠
星（
胡
麻
郷
小
学
校
）

・
藏　
心
遥（
胡
麻
郷
小
学
校
）

・
大
石　
雪
乃（
胡
麻
郷
小
学
校
）

・
塩
貝　
七
海（
胡
麻
郷
小
学
校
）

・
岩
城　
帆
奈（
胡
麻
郷
小
学
校
）

・
金
林　
あ
お
い（
胡
麻
郷
小
学
校
）

・
金
谷　
蕗（
美
山
小
学
校
）

　

翔
け
賞【
文
化
の
部
】

《　
個
人　
》

・
林　
知
里（
園
部
小
学
校
）　

・
湯
浅　
琥
珀（
園
部
第
二
小
学
校
）　

・
内
藤　
果
帆（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
明
田　
慎
矢（
八
木
西
小
学
校
）

・
福
島　
瑛
美
莉（
八
木
西
小
学
校
）　

・
林　
稚
奈（
八
木
西
小
学
校
）

・
中
川　
凛
太
郎（
八
木
西
小
学
校
）

・
田
中　
琳
太
郎（
八
木
西
小
学
校
）

・
八
木　
健
史
郎（
八
木
西
小
学
校
）

・
林　
望
歩（
八
木
西
小
学
校
）　

・
𠮷
見　
優
那（
八
木
西
小
学
校
）

・
松
村　
哲
矢（
殿
田
小
学
校
）　

・
大
沢　
紗
沙
羅（
殿
田
小
学
校
）

・
大
石　
龍
亮（
胡
麻
郷
小
学
校
）

・
谷
口　
陽
飛（
胡
麻
郷
小
学
校
）

・
木
村　
優
香（
美
山
小
学
校
）

　

功
労
賞

《　
個
人　
》

・
橋
本　
貴
弘（
南
丹
市
軟
式
少
年
野
球

連
盟
）

・
米
澤　
ヒ
デ
コ（
八
木
町
文
化
協
会
く

れ
な
ゐ
句
会
）

　
き
ら
り
本
の
言
葉

　
お
す
す
め
本
コ
ン
ク
ー
ル

《　
市
長
賞　
》

【
小
学
生
部
門
】

・
小
畠　
う
た（
殿
田
小
学
校
）

【
中
学
生
部
門
】

・
塩
内　
京（
園
部
中
学
校
）

《　
教
育
長
賞　
》

【
小
学
生
部
門
】

・
島
崎　
美
結（
園
部
第
二
小
学
校
）

【
中
学
生
部
門
】

・
奥
村　
文
香（
美
山
中
学
校
）
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■
赤
十
字
と
は

　
赤
十
字
は
、
ア
ン
リ
ー
デ
ュ
ナ
ン（
ス

イ
ス
人
：
第
一
回
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
者
）が
提
唱
し
た「
人
の
命
を
尊
重
し
、

苦
し
み
の
中
に
い
る
者
は
、
敵
味
方
の

区
別
な
く
救
う
」こ
と
を
目
的
と
し
、
世

界
一
九
二
の
国
と
地
域
に
広
が
る
赤
十

字
・
赤
新
月
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
て
活
動
す
る
組
織
で
す
。
日
本
赤

十
字
社
は
そ
の
う
ち
の
一
社
で
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、

『
人
間
を
救
う
の
は
、
人
間
だ
。』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
災
害
救
護
や
地
域

医
療
、
血
液
事
業（
献
血
等
）な
ど
、
国

内
外
に
お
け
る
災
害
救
護
を
は
じ
め
と

し
、
苦
し
む
人
を
救
う
た
め
に
幅
広
い

分
野
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
日
本
で
も
大
規
模
災
害
が
頻

発
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も
被
災
地

で
活
動
す
る「
赤
十
字
」の
姿
を
目
に
し

た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

■
支
援
団
体「
有
功
会
」

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
約
一
一

四
万
人
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
奉
仕
団

の
力
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
赤
十
字
の
活

動
に
賛
同
い
た
だ
い
た
会
員
や
寄
付
者

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
資
金
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
支
援
す
る
た
め
多
額
の
資
金

を
寄
付
さ
れ
た
方
々
で
組
織
さ
れ
た
支

援
団
体
が「
有
功
会
」で
す
。

■
有
功
会
南
丹
市
地
区
支
会

　
南
丹
市
で
も「
有
功
会
南
丹
市
地
区
支

会
」を
組
織
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
へ
義
援
金
を
送
っ
た
り
、
赤

十
字
の
活
動
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
方

の
募
集
を
し
た
り
す
る
な
ど
精
力
的
に

活
動
し
、
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
総
会
で
講
演
を
企
画
し
、

知
識
の
向
上
と
会
員
の
交
流
を
図
っ
て

い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
京
都
府
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
講
師
に
よ
る
講
演

を
実
施
し
、
献
血
に
対
す
る
知
識
を
深

め
ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
社「
有
功
会
」を
ご
存
知
で
す
か
？

▲令和４年度日赤有功会南丹市地区支会総会の様子

▲令和４年度総会での講演の様子

活
動
支
援
を
　
　
　
　
　

　
　
続
け
て
い
く
た
め
に

　
南
丹
市
地
区
支
会
で
は
、
日
本

赤
十
字
社
の
活
動
支
援
の
た
め
精

力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
高

齢
化
に
伴
い
会
員
数
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
会
員
の
減
少
は
活
動
の

縮
小
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
命
や
苦
し

ん
で
い
る
人
を
救
う
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
に
賛
同

い
た
だ
き
、「
自
分
も
協
力
し
た

い
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、

有
功
会
の
仲
間
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
関
心
の
あ
る
方
は
、
左
記
窓
口

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

有
功
会
南
丹
市
地
区
支
会
事
務
局（
福

祉
相
談
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
０
２
３
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こ
ん
に
ち
は
。
南
丹
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
７
期
生
の
鈴
木
健
司
で
す
。

　

早
い
も
の
で
、
協
力
隊
に
就
任
し
て

か
ら
１
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
初
め
て
の
米
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と

に
、
地
域
の
多
く
の
方
々
に
サ
ポ
ー
ト

い
た
だ
き
、
無
事
に
と
っ
て
も
お
い
し

い
お
米
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
分
た
ち
で
初
め
て
つ
く
っ
た
お

米
が
お
い
し
過
ぎ
て
、
食
べ
過
ぎ
て
し

ま
う
の
で
絶
賛
増
量
中
で
す
。

　

今
年
も
、
米
づ
く
り
シ
ー
ズ
ン
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
の
で
準
備
か
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
日

は
、
農
家
と
し
て
、
消
防
団
員
と
し
て

岸
焼
に
も
参
加
し
、
今
ま
で
し
た
こ
と

の
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

農
業
は
、
水
稲
栽
培
だ
け
で
な
く
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
や
イ
チ

ジ
ク
な
ど
の
果
樹
栽
培
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し
て

購
入
し
た
古
民
家
は
家
族
で
改
修
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
の
古
民
家
Ｄ
Ｉ
Ｙ
改
修
を
軸

に
、
農
業
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

様
子
な
ど
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
発

信
し
て
い
ま
す
。
就
任
当
初
は
約
１
、

０
０
０
人
だ
っ
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者

で
す
が
、
現
在
で
は
約
１
３
、０
０
０
人

と
大
変
多
く
の
方
に
登
録
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
全
体
の
再
生
回

数
は
３
１
０
万
回
と
な
り
ま
し
た
。
私

の
動
画
で
南
丹
市
を
初
め
て
知
り
、
興

味
が
湧
い
た
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
田
舎
移
住
・
古

民
家
・
新
規
就
農
と
い
う
も
の
が
、
現

在
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
よ

く
分
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
あ
り
が
た
い

こ
と
に
、
新
聞
に
も
２
回
取
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
人
で
も
多
く
の
方
が
移
住
や
農
業

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
い

う
思
い
を
持
っ
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

発
信
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
：

Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ｄ
Ｉ
Ｙ　
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

問
い
合
わ
せ
先
　
鈴
木
隊
員

メ
ー
ル
　keirentouz@

gm
ail.com

−27−

南丹市営バス・ぐるりんバスに系統番号を附番します。
　令和５年４月より、市内を走る路線バスの利便性向上を目的として、南丹市営バス及びぐるりんバスの
各路線に系統番号を附番します。
　各バス車両に系統番号や路線名、始点終点のバス停名を記載したシートを張り付けるとともに、時刻表
でも番号を表示し、利用者にわかりやすいバス運行を目指します。
　今後も、誰もが利用しやすい路線バスとなるよう、利用者の皆さまの利便性向上に努めてまいります。

南丹市営バス
胡麻線	 G17	 G18
世木線	 H14	 H15
志和賀線	 H25
日吉ダム線	 H16
京北線	 K60	 K70	 K80
知井線	 C1
芦生・佐々里線	 C2
知見線	 C3
河内谷線	 C4
美山園部線	 S60	 H60	 H61	 H62
大野線	 W37
鶴ヶ岡線	 68
福居線	 69

ぐるりんバス
西本梅スクール・癒しの森線　10
市街地循環線	 S21	 S22	 S23	 S24
摩気・園部東部線	 S30	 S33	 S34
新光悦村線	 S51	 S52	 S55

S…園部駅経由
H…日吉駅経由
G…胡麻駅経由
W…和知駅経由
C…美山町知井地域
K…京北町地域

【南丹市景観計画についてのお問い合わせ先】
南丹市役所　地域振興部　地域振興課　℡：0771-68-0019
南丹市 HP　南丹市景観計画の策定について
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景観計画区域
南丹市美山町地域

南丹市景観計画について 景観の小窓

～紹介編～

　南丹市では平成26年4月1日から、景観条例を施
行しています。
　この条例は、市内の地域に景観計画区域を定め、
建築物や工作物の新築や移転、屋根や外壁の塗り
替えなどの行為に対して、形状や色彩に一定の基
準を設け、南丹市のもつ素晴らしい景観を守ってい
くための条例です。
　南丹市では現在、美山町地域を景観計画区域に
定めています。下記の概要もご覧いただき、景観に
対してご理解とご協力をお願いします。
　また、地域の景観を守るための市民活動の情報
がありましたら、地域振興課までお知らせくださ
い。

南丹市景観条例　～基本理念～

※土地の形質変更や屋外での物件堆積も、一定の基準を超えると届出が必要です。
※景観形成基準などの詳細につきましては市ホームページや景観計画のパンフレットをご覧ください。

届出の対象となる行為

屋根や壁の塗替え等
外観を変更することとなる修繕

若しくは模様替えまたは色彩の変更
変更する部分の面積が

正面から見て１０㎡を超えるもの

建築物
新築・増築・改築・移転

全て届出が必要

工作物
新築・増築・改築・移転・

色の塗替えなど
高さが８ｍを超えるもの又は
築造面積が８㎡を超えるもの

「市民も来訪者も“ほっ”とできる癒しのまち　南丹市」
　住む人が「ここに住んで良かった」「いつまでも住み続けたい」と愛着と誇りを持ち、訪れた人々が
「また訪れたい」「ここに住んでみたい」と感じる魅力ある景観の形成を目指します。

※景観計画の対象区域：美山町全域

【南丹市景観計画についてのお問い合わせ先】
南丹市役所　地域振興部　地域振興課　℡：0771-68-0019
南丹市 HP　南丹市景観計画の策定について
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進
的
な
取
組
内
容
に
皆
さ
ん
聞
き
入
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

美
山
町
岩
江
戸
区
は
、
年
々
人
口
が

減
少
し
、
歴
史
的
遺
構
・
文
献
な
ど
を

後
世
に
伝
え
ら
れ
な
い
状
況
に
陥
っ
て

い
た
た
め
、
集
落
支
援
事
業
補
助
金
を

活
用
し
、
松
山
城
跡
の
整
備
と
大
般
若

経
巻
子
本（
京
都
府
暫
定
登
録
文
化
財
）、

八
朔
祭
り
の
音
頭
台
の
修
復
に
取
り
組

ま
れ
た
内
容
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
地

域
活
性
化
の

た
め
に
事
業

を
進
め
る
と

意
気
込
み
を

語
ら
れ
ま
し

た
。

　

日
吉
町
殿
田
区
は
、
集
落
支
援
事
業

補
助
金
を
活
用
し
、
令
和
２
年
度
に
計

画
を
策
定
、
令
和
３
年
度
か
ら
事
業
を

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
殿
田
を
も
っ
と
元
気
で
楽
し
く
！
殿
田

の
未
来
を
考
え
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」と
題
し

て
区
民
に
問
い
か
け
た
結
果
、
９
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
に
な

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
69
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
南
丹
市
編

「
集
落
活
性
化
の
取
組
」
活
動
報
告
会

　

本
号
で
は
、
令
和
５
年
３
月
４
日
に

市
内
で
集
落
活
性
化
の
取
組
を
さ
れ
て

い
る
４
団
体
に
活
動
報
告
を
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

当
日
は
２
部
構
成
で
開
催
し
、
１
部

で
は
令
和
４
年
度
ま
で
集
落
支
援
事
業

に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
美
山
町
岩
江
戸

区
と
現
在
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
日
吉

町
殿
田
区
、
２
部
で
は
、
令
和
４
年
度
、

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
美
山

町
下
区
と
園
部
町
天
引
区
に
そ
れ
ぞ
れ

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
活
動
す
る

中
で
困
っ
た
こ
と
、
ど
の
よ
う
に
活
動

を
継
続
し
て
い
く
の
か
等
、
地
域
の
実

情
も
交
え
な
が
ら
報
告
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

50
名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
い
、
先

り
、
他
団
体
と

の
連
携
や
地
元

小
学
生
と
の
交

流
の
内
容
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
山
町
下
区
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
域

活
性
化
に
お
け
る
活
動
内
容
が
認
め
ら

れ
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
は
じ
め
、
令

和
４
年
度
に
３
つ
の
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
長
寿
を
目
指
す
里
・
下
」を
テ
ー
マ

に
農
業
の
発
展
や
食
文
化
の
継
承
、
伝

統
文
化
の
維
持
や
交
流
事
業
の
発
展
な

ど
４
つ
の
チ
ー
ム
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
取
組
を
継
続
し
、
集
落

内
の
絆
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
外

と
の
交
流

も
継
続
し

て
い
き

た
い
と
語

ら
れ
ま
し

た
。

　

園
部
町
天
引
区
は
、
地
域
の
活
力
を

取
り
戻
そ
う
と
10
年
前
に
話
し
合
い
を

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
ル
ー
ル
を
独
自
で
定
め
、
地

域
の
未
来
を
描
い
た
マ
ッ
プ
の
作
成
、

ほ
た
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
む
く
む
く
市
な

ど
、
地
域
住
民
の
活
力
を
掘
り
起
こ
す

活
動
を
継
続
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
令
和
４
年
度
に
内
閣
総

理
大
臣
賞
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
移
住
者
を
迎
え
る
た
め
の

空
き
家
の
整
備
や
伝
統
文
化
の
継
承
な

ど
、
地
域
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
に
来

て
い
た
だ
け

る
よ
う
新
し

い
取
組
に
挑

戦
さ
れ
る
と

語
ら
れ
ま
し

た
。

　

地
域
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、

集
落
支
援
員
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

集
落
支
援
員
室

℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
１
０
８

▲日吉町殿田区の発表

▲美山町下区の発表

▲美山町岩江戸区の発表

▲当日の様子

▲園部町天引区の発表
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第
５
回
南
丹
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
13
点
で
す
。

　

応
募
の
あ
っ
た
２
０
８
作
品
か
ら
、
選
ば
れ
た
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
南

丹
市
内
外
で
の
巡
回
展
示
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
予
定
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

南
丹
市
観
光
協
会
連
絡
会
だ
よ
り

■京都新聞賞　撮影地 八木文覚池前
　「シンメトリー」　廣瀬たまき（61）

■京都府知事賞　撮影地 美山町田歌
　「久しぶりに楽しいなあ」　白木文枝（69）

■（左）京都府観光連盟会長賞　撮影地 美山町佐々里峠
　「清流一輪」　小倉正紀（80）

■（中）南丹市長賞　撮影地 八木町氷所
　「雲の海」　城田祥男（79）

■（
右
）南
丹
市
商
工
会
長
賞
　

　
撮
影
地
　
八
木
町
紅
葉
峠
展
望
台

　「
紅
葉
峠
の
夜
明
け
」　

　
河
本
義
信（
74
）

■
地
域
賞（
八
木
）　

　
撮
影
地
　
八
木
町
氷
室

　「
最
後
の
的
」　
梅
原
隆（
74
）

■
入
賞（
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
）

　
撮
影
地
　
日
吉
町

　「
な
い
し
ょ
ば
な
し
」　
新
船
綾
美（
32
）■地域賞（美山）

　撮影地 美山町大野
　「白銀の誓い」　下野純一（58）

■南丹市観光協会連絡会代表賞
　撮影地 園部町るり渓
　「ー５℃の世界」　木崎誠（63）

■地域賞（日吉）　
　撮影地 日吉町日吉ダム
　「日吉ダム秋のキャンプサイド」 山下文行（75）

■地域賞（園部)　
　撮影地 園部町るり渓
　「渓流のしらべ」　寺尾幹男（75）

■（左）入賞（まつり＆イベント）
　撮影地 美山町北宮ノ本
　「新春の舞」　井上敏和（74）

■（右）入賞（風景）
　撮影地 八木町紅葉峠展望台
　「紅葉峠の展望」　山田真澄（44）
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２・
３
月
号
に
引
き
続
き
、
南
丹
市
健

幸
・
食
育
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
野
菜
や
米
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
」で
は
、

６
作
品
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
作

品
も
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
と
使
わ
れ
て
お

り
、
味
だ
け
で
な
く
、
彩
り
や
食
感
、

レ
シ
ピ
名
も
工
夫
さ
れ
た
作
品
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

レ
シ
ピ
が
地
域
の
サ
ロ
ン
に
登
場

　

南
丹
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

長
賞
を
受
賞
し
た「
夏
野
菜
た
っ
ぷ
り
！

ピ
ザ
風
ふ
わ
ふ
わ
お
好
み
焼
き
」が
地
域

の
サ
ロ
ン
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
準

備
を
さ
れ
た
食
生
活
改
善
推
進
員
の
小

崎
フ
サ
エ
さ
ん
に
話
を
伺
う
と
、「
お
い

し
く
て
よ
か
っ
た
。」と
参
加
者
か
ら
好

評
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

小
崎
さ
ん
に
は
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

の
審
査
員
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

「
約
４
０
０
人
も
の
応
募
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
食
へ
の
関
心
の
高
さ
が
感

じ
ら
れ
た
。
子
ど
も
の
頃
に
覚
え
た
味

野
菜
を
食
べ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
！ 

　
　
～
子
ど
も
た
ち
の
レ
シ
ピ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
げ
る
健
幸
の
輪
～

は
、
ず
っ
と
覚
え
て
い
る
も
の
。
大
人

に
な
っ
て
も
、
工
夫
し
て
調
理
で
き
る

力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。」と
話
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
な
ど
を
予
防
し
健
康
に

過
ご
す
た
め
に
、
１
日
に
３
５
０
ｇ
以

上
の
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。
南
丹
市
で
野
菜
を
１
日

３
５
０
ｇ
以
上
摂
取
し
て
い
る
人
の
割

合
は
44
・
７
％
※
と
、
平
均
す
る
と
あ

と
１
皿
分
の
野
菜
が
足
り
て
い
な
い
状

況
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
野
菜

た
っ
ぷ
り
の
レ
シ
ピ
を
家
庭
の
食
事
に

取
り
入
れ
て
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 ▲小崎フサエさん

食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

—59—

※
Ｒ
３
年
食
事
診
断
・
食
習
慣
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り

入  選
 「夏野菜ピーマンとオクラのカレーピラフ」

南丹市立園部第二小学校 ５年
澤谷　日菜さん

南丹市健幸まちづくり推進 協議会長賞
 「まごわやさしい健幸サラダ」

南丹市立八木中学校 １年
浅田　悠一郎さん

←レシピは南丹市ホーム
　ページをご覧ください

入  選
「夏野菜のしょうが焼きパスタ」

南丹市立園部中学校 １年
山本 茅雪さん

保育所給食賞
「野菜たっぷりフワフワとり団子スープ」

南丹市立園部中学校 １年
早苗　春香さん

入  選
 「豚汁キムチ」

南丹市立園部中学校 ２年
大槻　さくらさん

南丹市健幸・食育レシピコンテスト入賞作品紹介

野菜や米を使ったレシピ

問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

南丹市食生活改善推進員 協議会長賞
「夏野菜たっぷり!ピザ風ふわふわお好み焼き」

南丹市立園部中学校 １年

覀岡　悠里さん
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〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

　

市
で
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯

を
通
じ
て
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
目
指
し
、
生
涯
に
わ
た
る
健

幸
づ
く
り「
な
ん
た
ん
健
幸
都
市
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し
、「
な
ん
た
ん
健

幸
ポ
イ
ン
ト
」を
事
業
の
ハ
ブ
と
し
て
、

健
幸
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
南
丹
市
健
幸
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会（
木
村　

茂
会
長
）か
ら
市

へ
、
健
幸
都
市
宣
言
を
す
る
こ
と
に
つ

い
て
提
言
を
受
け
、
３
月
末
に
、
市
と

し
て
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
宣
言
が
、
住
民
の
皆
様
一
人
ひ

と
り
の
心
に
届
く
こ
と
で
、
毎
日
の
暮

ら
し
の
中
で
健
康
を
意
識
し
、
誰
も
が

豊
か
で
幸
せ
な
人
生
が
送
れ
る
よ
う
に

と
願
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

保
健
医
療
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

南
丹
市
健
幸
都
市
宣
言
を
行
い
ま
し
た

　
～
住
ん
で
い
る
だ
け
で
健
康
で
幸
せ
な
ま
ち
づ
く
り
～

—115—

▲左から、西村市長、木村会長、伊藤副会長

・募集締切　５月３１日（水）
・対象：18歳以上で市内在

住・在学、在勤の方
※継続参加の方は申込みの

必要はありません。
・参加費：1,000円/年
・募集人数：1,000名

★詳しくは、4/14発行のお
知らせ版、市ホームペー
ジにて

南丹市健幸都市宣言
〜住んでいるだけで健康で幸せになれるまち、

南丹市に暮らすわたしたちの物語〜

かけがえのない人と

自然の恵みを味わうとき

季節の中を歩むとき

温かい話にほほ笑むとき

今日も素敵なひとときを大事にする

 わたしたちが

笑顔であるように

健やかであるように

心から大切な誰かを想い、ともに生きる日々を楽しむ

深い歴史と文化、豊かな緑に遊び

健康で幸せであるように明日を紡ぎ

わたしたちは健幸のまち「なんたん」に生きる
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胡
麻
郷
小
学
校
で
は
、

年
に
二
回
校
内
人
権

旬
間
を
設
け
て
、
人
権
意
識

を
高
め
る
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。
合
わ
せ
て「
な
か
よ
し

ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
、
今

の
自
分
を
客
観
視
す
る
機
会

を
設
け
、
自
分
を
知
る
時
間

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

年
度
は「
つ
な
が
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
児
童

会
本
部
の
児
童
が
、
寸
劇
で
取
組
の
紹
介

を
し
ま
し
た
。前
期
人
権
旬
間
で
は
、「
自

分
を
知
ろ
う
・
友
達
と
つ
な
が
ろ
う
」と

題
し
て
、
自
分
紹
介
カ
ー
ド
を
作
り
、
自

分
の
い
い
と
こ
ろ
や
今
頑
張
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
カ
ー
ド
に
書
き
掲
示
し
ま
し
た
。

後
期
人
権
旬
間
で
は
、「
思
い
や
り
の
気

持
ち
を
大
切
に
、
心
を
つ
な
げ
よ
う
」を

合
い
言
葉
に
、
友
だ
ち
の
頑
張
り
や
い
い

と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

き
、「
い
い
ね
」の
花
が
い
っ
ぱ
い
咲
い
た

学
年
の
花
束
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
取
組
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
は
、
自
分

で
は
気
づ
い
て
い
な
い
新
た
な
自
分
の
よ

さ
を
発
見
し
た
り
、
大
人
で
は
な
く
、
身

近
な
友
達
か
ら
認
め
ら
れ
る
経
験
を
通
し

て
、
友
達
が
見
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
安

心
感
や
喜
び
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
人
権
旬
間
だ
け
の
取

組
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
毎
日
の
終
わ

り
の
会
を
使
っ
て
友
達
の
優
し
い
言
動
や

自
分
の
頑
張
り
を
振
り
返
り
、
穏
や
か
で

充
実
し
た
気
持
ち
で
一
日
を
し
め
く
く
っ

て
い
ま
す
。

ど
も
達
は
日
々
、
様
々
な
感
情
を

抱
え
な
が
ら
学
校
に
や
っ
て
き
ま

す
。子
ど
も
達
の
変
化
す
る
心
や
姿
に
し
っ

か
り
と
目
を
向
け
、「
自
分
は
大
切
な
存
在

で
あ
る
」と
い
う
自
尊
感
情
や
自
己
肯
定
感

を
養
っ
て
い
け
る
よ
う
な
、
胡
麻
郷
小
学

校
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
度

南
丹
市
立
胡
麻
郷
小
学
校

人
権
教
育
主
任　
髙た

か
澤ざ
わ　
佳か

代よ

97
「つながる」を大切にして

い
デ
ザ
イ
ン
」と
い
う
意
味
で
す
。

よ
く
混
同
さ
れ
る
の
が
バ
リ
ア
フ

リ
ー
で
す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
、

「
障
壁（
バ
リ
ア
）に
よ
っ
て
制
限

を
受
け
る
一
部
の
人
の
た
め
に
障

壁
を
後
か
ら
取
り
除
く
」こ
と
で
、

「
初
め
か
ら
す
べ
て
の
人
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
」ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
異
な

る
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　

身
近
な
所
に
目
を
向
け
る
と
、

シ
ャ
ン
プ
ー
や
リ
ン
ス
の
ボ
ト
ル

の
側
面
に
あ
る
凹
凸
は
、
指
で
触

れ
る
こ
と
で
区
別
で
き
ま
す
。
レ

バ
ー
ハ
ン
ド
ル
式
の
ド
ア
や
水
道

の
レ
バ
ー
は
、
握
っ
て
回
す
タ
イ

プ
と
比
べ
て
身
体
へ
の
負
担
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
は
、
日
本
語
が
理
解
で
き
な

い
外
国
の
方
等
も
見
た
だ
け
で
意

味
が
理
解
で
き
ま
す
。
他
に
も
多

く
の
所
で
普
及
し
て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
や
す
い
街
や
道
具
は
、

さ
ら
に
日
常
の
利
便
性
を
高
め
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
同
時

に
、
私
た
ち
も
常
に
相
手
の
立
場

や
視
点
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
て

い
く
意
識
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
が
本
当
に
誰
に
も

や
さ
し
い
世
の
中
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第60回―

　

先
日
、
ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
の
演

奏
を
聴
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

美
し
い
音
色
に
う
っ
と
り
し
ま
し

た
。
演
奏
者
は
誰
で
も
簡
単
に
演

奏
で
き
ま
す
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
は
ド
イ
ツ
の

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
が
、
ダ
ウ
ン
症
の

息
子
に「
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
自
分
で
演

奏
す
る
こ
と
の
で
き
る
楽
器
を
与

え
た
い
」と
願
っ
て
開
発
し
た
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
の
弦
楽
器
で
す
。
ヘ
ル

マ
ン
ハ
ー
プ
の
噂
は
口
コ
ミ
で
広

が
り
、
障
が
い
者
も
健
常
者
も
、

ま
た
、
音
楽
経
験
の
有
無
を
越
え

て
、
誰
も
が
共
に
演
奏
を
楽
し
め

る
世
界
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
が
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方

で
す
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は「
普
遍

的
な
」と
い
う
意
味
で
、
日
本
語
に

言
い
換
え
る
と「
み
ん
な
に
や
さ
し

誰
に
も
や
さ
し
い
世
の
中
に

昨

子

ピクトグラム
情報や注意を示すた
めの絵文字
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図
書
館
で
は
、
大
型
紙
芝
居
や

絵
本
を
置
い
て
い
ま
す
。
保
育
園

な
ど
で
読
み
聞
か
せ
を
す
る
方
に

貸
出
も
し
て
お
り
、
大
型
紙
芝
居

や
絵
本
を
読
む
時
に
使
う
舞
台
や

ラ
ッ
ク
も
一
緒
に
貸
出
を
し
て
い

ま
す
。

　

大
型
紙
芝
居
の
舞
台
は
中
央
図

書
館
と
日
吉
図
書
室
に
、
大
型
絵

本
の
ラ
ッ
ク
は
中
央
図
書
館
に
置

い
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
通
常
サ

イ
ズ
の
紙
芝
居
の
舞
台
は
各
館
に
置

い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
話
会
で
使
え
る
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
も

あ
り
ま
す
。

　

催
し
の
時
等
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
ご
利
用
の
際
は
、
気
軽
に
職
員

に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

—第85回—
消費生活情報

て
付
い
た
傷
な
ど
の
修
繕
費
用
は
、

借
主
が
負
担
す
る
必
要
は
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
納
得
で
き
な
い
費
用
を
請
求
さ
れ

た
場
合
は
、
国
土
交
通
省
の「
原
状
回

復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」を
参
考
に
、
貸
主
側
に
説
明
を

求
め
、
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
退
去
時
だ
け
で
な
く
入
居
時
も
、

貸
主
と
一
緒
に
部
屋
の
状
態
を
確
認

し
、
確
認
内
容
を
メ
モ
し
た
り
、
傷

や
汚
れ
の
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
記

録
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

●
契
約
す
る
際
は
、
契
約
内
容
や
特

約
な
ど
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
購
入
で
お
困
り

ご
と
、
不
審
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
迷
わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
賃
貸
ア
パ
ー
ト
退
去
時
の
ト
ラ
ブ

ル
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
際
の

原
状
回
復
に
つ
い
て
は
、
年
月
の
経

過
に
よ
る
変
化
や
普
通
に
使
っ
て
い

　大
型
紙
芝
居
の
舞
台
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。　

事例   家賃6万5千円で2年間住んだ
築30年のアパートを退去した。管
理会社から、壁クロス張り替え代、
床工事費、ハウスクリーニング代、エアコン洗浄
費など約17万円の原状回復費用を請求された。
ハウスクリーニング代とエアコン洗浄費は契約書
に記載があるので払うが、壁や
床は汚していないし、壁のクロ
スは入居時につぎはぎだらけ
だった。支払いたくない。
（当事者：学生）

(独)国民生活センター
「子どもサポート
情報」から

一人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

○
南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　

 

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　
　
月
曜・火
曜・金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　
　
水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
商
工
課
）

お気軽にご相談ください

賃
貸
ア
パ
ー
ト
退
去
時
の

原
状
回
復
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

No.100

　

好
き
な
こ
と
だ
け
を
し
て
生
き

て
い
く
。
い
く
つ
も
の
壁
を
乗
り

越
え
て
、
植
物
を
愛
し
た
植
物
学

者
の
牧
野
富
太
郎
が
書
き
続
け
た

エ
ッ
セ
イ
集
で
す
。

『
す
き
を
生
き
る

　
　
天
心
ら
ん
ま
ん
に

　
　
　
　
　
壁
を
乗
り
越
え
て
』

著
　
：
牧
野
　
富
太
郎
　

発
行
：
興
陽
館

　

ね
こ
の
チ
ビ
と
女
の
子
の
チ
ョ

コ
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
一
緒
。
人
間

で
い
え
ば
１
０
０
歳
の
チ
ビ
は
鏡

の
世
界
か
ら「
そ
ろ
そ
ろ
こ
っ
ち

へ
」と
呼
ば
れ
、
チ
ョ
コ
ち
ゃ
ん
を

悲
し
ま
せ
な
い
た
め
自
分
と
似
た

ね
こ
を
さ
が
し
は
じ
め
ま
す
。

『
チ
ビ
の
お
ね
が
い
』

作
：
室
井
　
滋

絵
：
カ
ワ
ダ
　
ク
ニ
コ
　

発
行
：
福
音
館
書
店

★ 

ひ
と
こ
と
助
言 

★
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：30,242人（−118）
　（男：14,705人

（−77）
・女：15,537人

（−41）
）

●世帯数：14,269世帯（−35）
（令和5年4月1日現在）

（　）内は前月比

　

春
の
暖
か
な
陽
気
と
な
り
ま

し
た
。
新
年
度
が
始
ま
り
、
新

た
な
学
校
や
職
場
に
期
待
と
不

安
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
て
い

る
、
そ
ん
な
方
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
私
も
、
四
月
か
ら
新

し
く
入
庁
し
た
ば
か
り
の
、
新

人
職
員
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
広

報
と
し
て
南
丹
市
の
魅
力
を
ど

ん
ど
ん
発
信
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
南
丹
市
と
と
も
に

成
長
し
て
い
け
る
、
そ
ん
な
一

年
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

編
集
後
記

に
わ
た
り
安
定
し
た
運
営
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
え

る
。
実
に
頭
が
下
が
る
。

　

山
村
と
都
市
と
の
子
ど
も
の
交
流
は
双
方
に
活
気

を
与
え
る
と
と
も
に
、
留
学
生
Ｏ
Ｂ
や
保
護
者
と
の

交
流
も
生
ま
れ
、
地
域
に
も
良
い
刺
激
を
与
え
て
き

た
。
ま
た
山
里
の
山
河
で
の
遊
び
や
農
作
業
な
ど
労

働
体
験
は
延
べ
１
８
２
人
の
留
学
生
達
の
人
格
陶
冶

に
こ
の
上
な
い
実
り
を
も
た
ら
し
た
。

　
教
育
学
者
村
田
翼
夫
氏
や
同
山
口
満
氏（
美
山
町
出

身
）、
同
長
野
光
孝
氏（
知
井
在
住
）他
に
よ
り
執
筆
さ

れ
、
今
年
１
月
出
版
さ
れ
た『
過
疎
地
の
特
性
を
生
か

す
創
造
的
教
育
』に
山
村
留
学
の
特
色
や
意
義
に
つ
い

て
記
述
が
あ
る
。「
忍
耐
力
、
社
会
力
、
自
立
心
が
身

に
つ
く
。
ま
さ
に
自
己
中
心
、
甘
え
の
気
持
ち
を
克

服
し
」「
自
然
に
触
れ
つ
つ
思
考
力
、
問
題
解
決
力
を

培
う
」こ
と
が
で
き
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
評
価
は
山
村
留
学
事
業
が
ま
さ
に
我
々

が
待
ち
望
ん
で
い
る
今
日
の
人
間
性
荒
廃
社
会
の
課

題
解
決
法
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
取

り
組
み
が
各
地
で
拡
大
す
る
こ
と
を
願
う
が
、
残
念

な
が
ら
全
国
的
に
減
少
し
て
い
る
。
不
登
校
児
童
増

加
の
中
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
役
割
が
大
き
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
同
様
に

日
本
の
教
育
改
革
の
観

点
か
ら
農
山
村
体
験
教

育
の
制
度
創
造
の
必
要

性
を
痛
感
す
る
。

南
丹
市
長　
西
村　
良
平

　

情
熱
と
確
固
た
る
信
念
で
生
ま
れ
、
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
き
た
美
山
の
山
村
留
学
が
閉
所
式
を
迎
え
、

四
半
世
紀
に
わ
た
る
事
業
に
幕
が
下
り
た
。
急
激
な

少
子
高
齢
化
に
よ
り
衰
退
す
る
美
山
町
知
井
地
区
の

活
性
化
と
知
井
小
学
校
の
児
童
数
減
少
に
よ
る
複
式

学
級
編
成
を
回
避
す
る
た
め
、
行
政
と
学
校
、
地
域

住
民
が
力
を
結
集
し
て
平
成
10
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

取
り
組
み
で
あ
る
。

　

山
村
留
学
は
、
概
ね
３
年
生
か
ら
６
年
生
の
児
童

５
名
か
ら
10
名
が
親
元
を
離
れ
寮（
山
村
留
学
セ
ン
タ

ー「
四
季
の
里
」）で
集
団
生
活
を
送
り
、
日
中
は
知
井

小
学
校（
廃
校
後
は
美
山
小
学
校
）へ
通
学
す
る
。
子

ど
も
達
は
主
に
京
阪
神
の
都
市
部
か
ら
集
ま
る
が
、

遠
く
は
福
島
、
新
潟
や
鹿
児
島
か
ら
も
。
募
集
に
は

並
々
な
ら
ぬ
苦
労
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
里
親
が
地
域
に
存
在
し
、
週
１
泊
の
留
学
生
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
日
々
の
運
営
は
指
導
員
と
寮
母
さ
ん
が
当
た
る
が
、

地
元
で
運
営
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
知
井
振
興
会
や

自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
組
織
が
事
業
を
支

え
る
。
特
に
澤
田
運
営
委
員
長
、
澤
田
寮
母
さ
ん
の

ご
夫
婦
は
指
導
員
の
仕
事
以
外
の
す
べ
て
の
世
話
を

引
き
受
け
、
実
に
25
年
間
休
む
こ
と
な
く
山
村
留
学

に
献
身
さ
れ
た
。
お
二
人
の
存
在
が
な
け
れ
ば
長
き

▲庭のキバナセツブンソウ


